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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 7月 10日 (2007.7.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 に ト ナ ー を 収 容 し 且 つ 下 面 部 に ト ナ ー 落 下 用 開 口 を 有 し 、 収 容 し た ト ナ ー を ト ナ ー
落 下 用 開 口 に 搬 送 す る 回 転 式 搬 送 機 構 を 備 え る と と も に 、 フ ラ ン ジ 部 を 有 す る ト ナ ー カ ー
ト リ ッ ジ 本 体 部 を 含 み 、 ト ナ ー 補 給 装 置 本 体 と 係 合 す る ガ イ ド 部 材 に 沿 っ て 所 定 の 挿 入 方
向 に ト ナ ー 補 給 装 置 本 体 の 所 定 の セ ッ ト 位 置 に 挿 脱 自 在 に セ ッ ト さ れ る ト ナ ー カ ー ト リ ッ
ジ で あ っ て 、
前 記 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ 本 体 部 に 設 け ら れ 、 前 記 ト ナ ー 落 下 用 開 口 を 閉 塞 す る 閉 塞 位 置 と
ト ナ ー 落 下 用 開 口 を 開 放 す る 開 放 位 置 と に ス ラ イ ド 自 在 な シ ャ ッ タ 部 材 と 、
こ の シ ャ ッ タ 部 材 と 係 合 し 、 前 記 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ が 前 記 ト ナ ー 補 給 装 置 本 体 の 所 定 の
セ ッ ト 位 置 に 挿 入 さ れ る と き に 前 記 シ ャ ッ タ 部 材 の 前 記 ト ナ ー 補 給 装 置 本 体 に 対 す る 反 挿
入 方 向 へ の 移 動 を 規 制 す る と と も に 、 前 記 ト ナ ー 補 給 装 置 本 体 の 所 定 部 と 係 合 す る 第 １ の
係 合 手 段 と 、
前 記 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ 本 体 部 及 び 又 は 前 記 シ ャ ッ タ 部 材 に 係 合 し 、 前 記 ト ナ ー カ ー ト リ
ッ ジ が 前 記 ト ナ ー 補 給 装 置 本 体 の 所 定 の セ ッ ト 位 置 か ら 脱 着 さ れ る と き に 前 記 シ ャ ッ タ 部
材 を 閉 塞 位 置 に 規 制 す る べ く 係 合 す る 第 ２ の 係 合 手 段 と 、
前 記 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ を 脱 着 す る と き に 、 前 記 ト ナ ー 補 給 装 置 本 体 の 所 定 部 と 係 合 し て
、 前 記 第 １ の 係 合 手 段 の 係 合 を 解 除 す る と と も に 、 前 記 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ 本 体 部 を 脱 着
方 向 に ス ラ イ ド さ せ 且 つ 前 記 第 ２ の 係 合 手 段 と 係 合 し て 前 記 シ ャ ッ タ 部 材 を 閉 塞 位 置 に 規
制 す る 係 合 解 除 手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ 。  
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ の 係 合 手 段 は 、 前 記 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ 本 体 部 の ト ナ ー 落 下 用 開 口 と 前 記 ト ナ
ー 補 給 装 置 の ト ナ ー 補 給 口 を 上 下 に 位 置 さ せ る と と も に 、 前 記 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ 本 体 部
の 側 面 部 に 掛 止 さ れ る 可 撓 性 の フ ッ ク 部 材 を 含 む ロ ッ ク 機 構 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 係 合 解 除 手 段 は 、 レ バ ー 部 を 設 け た 回 転 体 と 、 こ の 回 転 体 が 所 定 の 範 囲 内 で 回 転 可
動 に 規 制 す る 規 制 部 材 と 、 こ の 回 転 体 の 中 心 か ら 偏 心 し た 位 置 に 設 け ら れ 、 前 記 ト ナ ー カ
ー ト リ ッ ジ 本 体 の 側 面 部 と 係 合 し 、 回 転 体 の 回 転 運 動 に 伴 い 直 線 運 動 す る 従 動 部 材 と を 備
え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ 。



【 請 求 項 ４ 】
　 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ の 画 像 形 成 装 置 本 体 か ら の 機 構 で あ っ て 、 レ バ ー ア ク シ ョ ン で
、 ト ナ ー 落 下 用 開 口 を 蓋 体 で 塞 ぐ 動 作 と 、 フ ラ ン ジ 部 を 備 え た ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ が 画 像
形 成 装 置 本 体 か ら 操 作 者 側 に 変 位 す る 動 作 を 略 同 一 タ イ ミ ン グ で 実 行 さ せ る こ と を 特 徴 と
す る ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ の 機 構 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ ） ま ず 、 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ の 交 換 に 際 し て は 、 ま ず 、 複 写 機 本 体 の 前 面 の 一 部
を 構 成 す る 開 閉 カ バ ー を 開 放 し て 、 ガ イ ド 部 材 を 介 し て 、 の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ
２ ０ ０ を 挿 脱 す る 。

そ し て 、 ト
ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ を Ｘ 方 向 に 沿 っ て ガ イ ド 部 材 上 を ス ラ イ ド さ せ つ つ 押 し 込 ん で い
く 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
５ ） セ ッ ト 位 置 で は 、 シ ャ ッ タ 部 材 ２ ０ ４ と こ れ と 係 合 し た ガ イ ド 部 材 ２ ０ １ を 、 例 え ば
退 避 位 置 に 退 避 さ せ る 。 こ の 退 避 位 置 で は 、 シ ャ ッ タ 部 材 ２ ０ ４ が 、 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ
２ ０ ０ と 当 接 す る 一 方 、 フ ッ ク 部 材 ３ ０ ４ に よ る 付 勢 力 が 、 案 内 ２ ０ ３ 及 び シ ャ ッ
タ 部 材 ２ ０ ４ の 退 避 位 置 を 保 持 す る よ う に 働 く こ と か ら 、 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ は 、
セ ッ ト 位 置 に 位 置 決 め さ れ た 状 態 で セ ッ ト 位 置 か ら の 引 き 抜 き を 阻 止 さ れ る 。 ま た 、 回 転
体 は 、 そ の 側 面 に 設 け た 軸 部 が 案 内 部 材 の 長 孔 の 終 端 位 置 に あ る ま で 、 回 転 し て い る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
６ ） ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ を 引 き 抜 く 際 に は 、 逆 の 動 作 を 辿 り な が ら 引
き 抜 か れ る こ と に な る が 、 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ が 引 き 抜 か れ る 過 程 に お い て 、 シ ャ
ッ タ 部 材 ２ ０ ４ が ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ に 対 す る 閉 塞 位 置 に ロ ッ ク さ れ て 後 、 シ ャ ッ タ 部 材
２ ０ ４ の ガ イ ド 部 材 に 対 す る 係 合 が 解 除 さ れ る 。
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ト ナ ー 落 下 用 開 口 が シ ャ ッ タ 部 材 ２ ０ ４ に よ っ て 完 全 に 閉 塞 さ れ
た 状 態 で し か 、 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ を こ と が で き な い よ う に し た 。 し た が
っ て 、 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ の 引 き 抜 き 時 に 、 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ の 内 部 に 残
留 し た ト ナ ー の 飛 散 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。  
　 ま た 、 案 内 ２ ０ ３ に よ っ て ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ の 挿 脱 を 案 内 す る こ と が で
き る の で 、 よ り ス ム ー ズ に ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ を 挿 脱 す る こ と が で き る 。 し か も 、
シ ャ ッ タ 部 材 ２ ０ ４ を 案 内 ２ ０ ３ に よ っ て 保 持 し て お く こ と が で き る の で 、 シ ャ ッ
タ 部 材 ２ ０ ４ を 手 で 支 え る 必 要 が な く な る 結 果 、 ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ の 交 換 を 容 易
に 行 な う こ と が で き る 。
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挿 脱

挿 脱

使 用 済 み
開 閉 カ バ ー は 、 前 面 に 沿 う 水 平 な 軸 線 の 回 り に 回 動 す る こ と に よ り 、

複 写 機 本 体 の 内 部 を 開 閉 で き る よ う に な っ て い る 。
２ ） 次 い で 、 新 品 の ト ナ ー カ ー ト リ ッ ジ ２ ０ ０ の シ ー ル 材 を 剥 離 し 取 り 除 く 。
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